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大規模言語モデルを
用いたバグ修正時間予測

（仮）



背景

| バグ修正時間予測
・バグが報告されてから修正されるまでの期間を予測

・スケジュールを立てる際に役立つ

-次のリリースまでにどのバグを修正するのかを決める必要がある

→リソースを最適化し品質保証を効率化することができる
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先行研究

| 様々な機械学習手法を使う
バグ追跡システムにある情報を入力として予測をする

-優先度,概要の長さ,報告者など

| 新しいメトリクスを提案する
バグ追跡システムには直接乗っていない情報を活用する

例）バグの依存関係,開発者の感情など

より高い精度で予測できる手法が必要
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目的・アプローチ

| 目的
従来の手法より高い精度でバグ修正時間を予測する

| アプローチ（仮）
・BERTを用いて予測を行う

・事前学習されていないLLMの機構を大量のデータで

学習させ、予測を行う
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今後の予定

| LLMについて勉強する

-どういった手順で、どういったデータで学習しているか

| LLMを使う研究がどのような手順を踏むのか調査

| データセットとして何を使うか
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